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安全にご使用いただくために

安全にご使用して頂く為、試験装置を使用になる前に、次の事項を必ずお読み下さい。 

仕様に記されている以外で使用しないで下さい。

試験装置のサービスは、当社専門のサービス員のみが行えます。

詳しくは、（株）双興電機製作所にお問い合わせ下さい。

人体保護における注意事項

感電について

人体や生命に危険が及ぶ恐れがありますので、各測定コードを接続する場合は、

必ず無電圧状態を確認して接続して下さい。

電気的な過負荷

感電または、発火の恐れがありますので、入力回路には指定された範囲外の電圧を

加えないで下さい。

パネルの取り外し

試験装置内部には電圧を印加、発生する箇所がありますので、パネルを取り外さな

いで下さい。

機器が濡れた状態

感電の恐れがありますので、機器が濡れた状態では使用しないで下さい。

ガス中での使用

発火の恐れがありますので、爆発性のガスがある場所では使用しないで下さい。

機器保護における注意事項

電  源

指定された範囲外の電圧を印加しないで下さい。

電気的な過負荷

測定入力には指定された範囲外の電圧、電流を加えないで下さい。

振 動

機械的振動が直接伝わる場所での使用、保存はしないで下さい。

環 境

直射日光や高温多湿、結露するような環境下での使用、保存はしないで下さい。

防水、防塵

本器は防水、防塵となっていません。ほこりの多い場所や、水のかかる場所での 

使用、保存はしないで下さい。 

故障と思われる場合

故障と思われる場合は、（株）双興電機製作所または、販売店までご連絡下さい。
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警告

この製品は，高圧電力設備の試験，点検をするための機器で，一般ユーザーを対象と

した試験装置ではありません。電力設備の点検，保守業務に携わる知識を十分に

もった方が操作を行う事を前提に設計されています。

その為，作業性，操作性を優先されている部分がありますので，感電事故等が無い

よう，十分安全性に配慮して下さい。

免責事項

◎本製品は，高圧電力設備の試験，点検をする装置です。試験装置の取扱いに関係する。

専門的電気知識及び技能を持たない作業者の誤操作による感電事故，被試験物の破損

などについては弊社では一切責任を負いかねます。

本装置に関連する作業，操作を行う方は，労働安全衛生法 第六章 労働者の就業に

当たっての措置安全衛生教育 第五十九条，第六十条，第六十条の二に定められた安

全衛生教育を実施して下さい。

◎本製品は，高圧電力設備の試験，点検をする装置で，高圧電力設備全体の電気特性を

改善したり，劣化を抑える装置ではありません。

被試験物に万一発生した各種の事故（電気的破壊，物理的破壊，人身，火災，災害，

環境破壊）などによる損害については弊社では一切責任を負いかねます。

◎本製品の操作によって発生した事故での怪我，損害について弊社は一切責任を負いま

せん。

また，操作による設備，建物等の損傷についても弊社は一切責任を負いません。

◎本製品の使用，使用不能によって生ずる業務上の損害に関して，弊社は一切責任を負

いません。

◎本製品の点検，整備の不備による動作不具合及び，取扱説明書以外の使い方によって

生じた損害に関して，弊社は一切責任を負いません。

◎本製品に接続する測定器等による誤動作及び，測定器の破損に関して，弊社は一切責

任を負いません。

取扱説明書は，弊社ホームページより最新版をダウンロードして頂けます。

ＵＲＬ：https://soukou.co.jp 

ＱＲコード（取扱説明書のページ）

https://soukou.co.jp/
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１． 仕様 

１）接地抵抗計の測定抵抗 

（精度±１％） 

   

０，５，１０，５０，１００，５００，１０００Ω 

（０Ωに関しては、３０mΩ以下） 

抵抗温度係数      ±１００ppm／℃ 

定格電力        ２Ｗ（０Ωに関しては、０．５Ａ以下） 

等価抵抗        ５００Ω（１Ｗ） 

 

２）絶縁抵抗計の測定抵抗 

（精度±１％） 

 

 

 

 

 

 

０．００１ＭΩ／０．００２ＭΩ／０．００５ＭΩ 

／０．０１ＭΩ／０．０２ＭΩ／０．０２５ＭΩ／ 

０．０５ＭΩ／０．１ＭΩ／０．１２５ＭΩ／ 

０．２ＭΩ／０．２５ＭΩ／０．５ＭΩ／１ＭΩ／ 

２ＭΩ／５ＭΩ／１０ＭΩ／２０ＭΩ／５０ＭΩ／ 

１００ＭΩ／２００ＭΩ／５００ＭΩ／１０００ＭΩ 

／２０００ＭΩ／５０００ＭΩ 

（０Ωに関しては、０．１Ω以下） 

抵抗温度係数             

 

０．００１～０．１ＭΩ ±２００ｐｐｍ／℃ 

０．２～５０００ＭΩ  ±１００ｐｐｍ／℃ 

  定格電力        各レンジ１Ｗ（０Ωに関しては、０．１Ａ以下） 

  最大電圧        ＤＣ２ｋＶ 

 

３）外形寸法        ２９０（Ｄ）×４５０（Ｗ）×２００（Ｈ） 

 

４）重量          約６ｋｇ 

 

５）外形図         Ａ３９３９９ 

  回路図         Ａ３７７２４ 

 

６）精度保証条件 

  標準使用状態      標準温度２３℃±３℃ 標準湿度５０％±５％ 

 

７）使用温湿度範囲     ５～４０℃ ２０～８０％Ｒ．Ｈ． 
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２． 各部名称

１．接地抵抗計切替ロータリスイッチ 

 接地抵抗計の切替ロータリスイッチです。 

２．ＧＵＡＲＤ端子 

 ガード端子です。 

３．EARTH 端子 

 グランド端子です。アース（接地）の導通と絶縁状態を確認する為の端子です。 

４．絶縁抵抗計端子 

絶縁抵抗計のＬＩＮＥプローブを接触又は、接続します。 

 （それぞれの抵抗端子が校正値となります。） 

５．接地抵抗計（Ｅ端子） 

接地抵抗計の E 端子を接続します。 

６．接地抵抗計（Ｐ端子） 

 接続抵抗計のＰ端子を接続します。（補助接地端子） 

７．接地抵抗計（Ｃ端子） 

接地抵抗計のＣ端子を接続します。（補助接地端子） 

＊校正中は、校正している抵抗端子以外の抵抗端子からも電圧が発生しますので、 

感電に十分気をつけて下さい。 
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３．接地抵抗計の校正方法 

１） Ｐ１０-図１の様に接地抵抗計と校正器を接続して下さい。 

２） 校正器（接地抵抗校正部）の接地抵抗切替ロータリスイッチを“０”にして下

さい。 

３） 接地抵抗計を“測定”にして、抵抗値を測定して下さい。 

その値と“０”の値の差が誤差です。 

４） 順次、接地抵抗切替ロータリスイッチを“５Ω”、“１０Ω”、“５０Ω”、 

“１００Ω”、“５００Ω”、“１０００Ω”にして校正して下さい。 

 

【参考】 

  ＪＩＳ Ｃ １３０４－１９９５では、以下のような許容差となっています。 

 

測定範囲 許容差 

0〜1000Ω ±50Ω 

0〜100Ω ±5Ω 

0〜10Ω ±0.5Ω 
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４．絶縁抵抗計の校正方法 

※高圧回路を扱いますので、高圧用ゴム手袋を着用して試験をして下さい。 

４－１ ガードを接続しない場合の測定 

   （電圧が１０００Ｖまでの場合、ガードを接続する必要はありません。） 

１） Ｐ１０-図 2 のように絶縁抵抗計と校正器を接続して下さい。 

２） 絶縁抵抗計の電源を入れない状態で、メータの指示を“０”に合せて下さい。 

    ※デジタル式の場合はできません。 

 ３） 校正器（絶縁抵抗校正部）の“ＥＡＲＴＨ”端子と絶縁抵抗計の“ＥＡＲＴＨ” 

    クリップを接続して下さい。“ＬＩＮＥ”のプローブを“０”端子に当て、 

    絶縁抵抗計を“測定”にして抵抗値を測定して下さい。 

4） 順次、“ＬＩＮＥ”のプローブを“０．００１ＭΩ”、“０．００２ＭΩ”、 

“０．００５ＭΩ”、･･･“１ＭΩ”、“２ＭΩ”、“５ＭΩ”と替えて、抵抗値を 

測定して下さい。 

【参考①】 

 ＪＩＳ Ｃ １３０２-１９８２（旧ＪＩＳ）では、以下のような許容差となってい 

ます。 

  第１有効測定範囲 第２有効測定範囲 第１、2 有効測定範囲外の⽬盛 

抵抗測定の許容差 指⽰値に対し 5％ 指⽰値に対し 10％ ⽬盛の⻑さに対する％ 

 

各絶縁抵抗計の有効測定範囲 

測定電圧 
Ｖ 

有効最⼤⽬盛 
ＭΩ 

第１有効測定範囲 
ＭΩ 

第２有効測定範囲 
ＭΩ 

その他の範囲 
ＭΩ 

中央⽬盛 
ＭΩ 

100 10 0.01 から 5 5 から 10 0 から 0.01 0.2 
100 20 0.02 から 10 10 から 20 0 から 0.02 0.5 
250 20 0.02 から 10 10 から 20 0 から 0.02 0.5 
250 50 0.05 から 20 20 から 50 0 から 0.05 1 
500 50 0.05 から 20 20 から 50 0 から 0.05 1 
500 100 0.1 から 50 50 から 100 0 から 0.1 2 
500 1000 1 から 500 500 から 1000 0 から 1 20 
1000 200 0.2 から 100 100 から 200 0 から 0.2 5 
1000 2000 2 から 1000 1000 から 2000 0 から 2 50 
2000 1000 1 から 500 500 から 1000 0 から 1 20 
2000 5000 5 から 2000 2000 から 5000 0 から 5 100 
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【参考②】 

ＪＩＳ Ｃ １３０２－１９９５（新ＪＩＳ）では、以下のような許容差となってい 

ます。指針形のみ規定されていて、デジタル形は製造者が規定します。 

第１有効測定範囲 第２有効測定範囲 第 1、2 有効測定範囲外の⽬盛 
抵抗測定の許容差 指⽰値に対し 5％ 指⽰値に対し 10％ ⽬盛の⻑さに対する％ 

各絶縁抵抗計の有効測定範囲 

測定電圧 
Ｖ 

有効最⼤⽬盛 
ＭΩ 

第 1 有効測定範囲 
ＭΩ 

第 2 有効測定範囲 
ＭΩ 

その他の範囲 
ＭΩ 

中央⽬盛 
MΩ 

25 
50 

5 0.005 から 2 
0.001 から 0.005 

2 から 5 
0 から 0.002 0.1 

25 
50 

10 0.01 から 5 
0.005 から 0.01 

5 から 10 
0 から 0.005 0.2 

100 
125 

10 0.01 から 5 
0.005 から 0.01 

5 から 10 
0 から 0.005 0.2 

100 
125 

20 0.02 から 10 
0.01 から 0.02 

10 から 20 
0 から 0.01 0.5 

250 20 0.02 から 10 
0.01 から 0.02 

10 から 20 
0 から 0.01 0.5 

250 50 0.05 から 20 
0.02 から 0.05 

20 から 50 
0 から 0.02 1 

500 50 0.05 から 20 
0.02 から 0.05 

20 から 50 
0 から 0.02 1 

500 100 0.1 から 50 
0.05 から 0.1 
50 から 100 

0 から 0.05 2 

500 1000 1 から 500 
0.5 から 1 

500 から 1000 
0 から 0.5 20 

1000 200 0.2 から 100 
0.1 から 0.2 

100 から 200 
0 から 0.1 5 

1000 2000 2 から 1000 
1 から 2 

1000 から 2000 
0 から 1 50 
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４－２ ガードを接続する場合の測定 

 （電圧が２０００Ｖ以上の場合、ガードを接続して下さい。） 

１） Ｐ１１-図３のように絶縁抵抗計と校正器を接続して下さい。 

２） 以下４－１の要領で校正を行って下さい。 

※絶縁抵抗計のガード端子が“ＬＩＮＥ”側に入っている場合は、校正器の 

外箱の電位が高くなりますので、ガード端子を外部の接地極と接続して 

下さい。 

 

４－３ 測定電圧の測定 

１） Ｐ１１-図４のように絶縁抵抗計、直流電圧計と校正器を接続して下さい。 

この場合、直流電圧計の入力インピーダンスは 10ＭΩ以上にして下さい。 

２） 校正器（絶縁抵抗校正部）の“ＥＡＲＴＨ”端子と絶縁抵抗計の“ＥＡＲＴＨ” 

クリップを接続して下さい。“ＬＩＮＥ”のブローブを“規定の抵抗端子”に 

当て、同時に直流電圧計を並列に接続して下さい。 

※ＪＩＳ Ｃ １３０２－１９８２該当計器の場合の“規定抵抗”は、中央値 

です。 

※ＪＩＳ Ｃ １３０２－１９９５該当計器の場合の“規定抵抗”は、定格測定 

電圧を 1mＡで割った値です。例えば、定格測定電圧１２５Ｖの場合 

  Ｒ＝１２５［Ｖ］／１［ｍＡ］＝０．１２５［ＭΩ］となります。 

３） 絶縁抵抗計を“測定”にして抵抗値を測定して下さい。この時の電圧計の値が 

“規定電圧”であることを確認して下さい。 

 ※ＪＩＳ Ｃ １３０２－１９８２該当計器の場合の“規定電圧”は２種類あり 

ます。 

  定電圧回路内蔵方式の場合は、９０％から１１０％です。 

  定電圧回路無内蔵方式の場合は、９０％から１２０％です。 

 ※ＪＩＳ Ｃ １３０２－１９９５該当計器の場合の“規定電圧”は、定格測定 

電圧の１００％から１２０％です。 

 

       ※一般的に、発生電圧は負極性ですので、電圧の表示値は“－ＸＸＸ”Ｖと 

なります。 
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・接地抵抗計の校正接続図【図１】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・絶縁抵抗計の校正接続図（ガードを接続しない場合）【図２】 
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・絶縁抵抗計の校正接続図（ガードを接続する場合）【図３】

・絶縁抵抗計の校正接続図（ガードを接続しない場合）【図４】

測定電圧を測定する場合
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